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Q1 先生の研究および研究室の紹介をお願い
します。

エネルギーや環境の問題が深刻化する中、クリーン
で再生可能な水素を基盤とした社会の実現が強く望
まれています。そのカギを握るのが、水を光で分解し
て水素をつくる光触媒や、水素と空気から電気を取り
出す燃料電池です。これらの性能を大きく高めるに
は、反応の要となる金属ナノクラスターを原子レベル
で精密にコントロールすることが重要ですが、従来の
技術では非常に難しい課題でした。根岸研究室で
は、配位子により安定化した金属ナノクラスターを精
密に合成する技術を開発し、それらを原子数を保った
まま担体上に担持する方法を確立しています。これ
により、クラスターの大きさや組成と機能との関係を
原子レベルで明らかにし、次世代光触媒や燃料電池
触媒の新しい設計指針を示すことに成功しています。
こうした研究を通じて、持続可能な社会づくりに貢献
することを目指しています。

Q2
先生は、2023年度のスズキ財団の課題
提案型研究助成で｢燃料電池自動車の普
及を加速させる高活性及び高耐久性を有
する酸素還元電極触媒の創出｣という研究
をされました。本研究の成果と本研究の今
後の発展性、抱負をお聞かせください。

本研究では、2050年のカーボンニュートラル実現
を目指し、2030年以降に普及が期待される燃料
電池自動車の性能を支える触媒の開発に取り組み
ました。燃料電池の性能を大きく左右するのが、酸素
を効率よく還元する酸素還元電極触媒です。私たち
は、その触媒として用いられる白金ナノクラスターに注
目し、①構成原子数の厳密制御、②他金属との合金
化、③有機分子による表面修飾、④担体（支えとなる
材料）の加工という4つの工夫を組み合わせました。こ
れにより、国立研究開発法人NEDOが掲げる2030
年目標1740 A/gの2倍に相当する性能を目指しま
した。その結果、実際には2568 A/gまで性能を高め
ることに成功し、市販触媒と比べて約6倍の耐久性も
実現しました。とはいえ、まだ改善の余地があり、4つ

の工夫それぞれをさらに洗練させる必要があります。今
後はこれらの改良を進め、より高性能な触媒を実現し、
燃料電池自動車の普及を後押ししながら、持続可能な
社会づくりに貢献していきたいと考えています。

Q3 今回の助成研究以外に先生が取り組まれて
いる研究について教えてください。

クリーンで再生可能な水素社会を実現するために
は、水を太陽光で分解して水素と酸素をつくる水分
解光触媒の高性能も不可欠です。私たちは、金属
ナノクラスターを原子レベルで精密にコントロールで
きる独自技術を活かし、この光触媒の改良にも挑戦し
ています。その結果、世界中の研究者が長年かけて
開発してきた触媒に対し、世界最高レベルの効率を
次々と達成することに成功しています。また、大気中
の二酸化炭素を回収し、エネルギー源や化学原料な
どの有用物質に変える二酸化炭素還元電極触媒の

開発にも取り組んでいます。これらの研究を通じ、カー
ボンニュートラルの実現を加速させ、持続可能な社会
づくりに貢献していきたいと考えています。

Q4 理工学系の学生へのメッセージをお願い
します。

資源が乏しい日本にとって、科学技術こそが世界と
渡り合うための最大の力です。天然資源は限られて
いますが、知恵と技術は無限に広がり、努力次第で新
しい価値を生み出すことができます。そのためには、
基礎をしっかり学び、自ら課題を見つけ、挑戦を恐れ
ず取り組む姿勢が不可欠です。研究の道は失敗や
試行錯誤の連続ですが、そこから得られる学びこそが
次の発見への扉を開きます。皆さんの探究心と創造
力は、社会をより良くし、持続可能な未来を築く大きな
力となります。科学技術を武器に、世界に貢献できる
人材へと成長されることを期待しています。

触媒の開発により持続可能な
社会づくりに貢献する

高校時代までは陸上競技部に所属し、毎日走ることに打ち込んでいました。
当時は、体重も57kgとスリムでしたが、大学に入学後は、美味しい日本酒や
ラーメン探しに情熱を注ぐようになり、今ではお気に入りのラーメン店をホー
ムページにまとめるほどの趣味になっています。その結果、体重は学生時代
より20kg増加。健康のため、8年前から筋トレを始めました。研究生活は
忙しく、ジム通いを続けるのは容易ではありませんが、限られた時間を見つ
けてコツコツと体を鍛えています。将来的にはボディービル大会に挑戦できる
ほどの体づくりを目指し、食と運動の両方を楽しみながら続けています。

今回は、東北大学 根岸雄一 教授に、金属ナノクラスターの研究について、
お話を伺いました。
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